
事故・事件対応マニュアル 

夜間・休⽇の場合は，中央監視室へ連絡 (076-264-6295) 
 ※中央監視室からは緊急連絡網で周知・対応 

事故・事件の発⽣ 

 ・まずは，⾝の安全を確保する。   
 ・安全を確認し，被害状況等，現状を把握する。 

当事者・発⾒者 

※ ⽕災対応マニュアルへ ⽕災発⽣した場合 

傷害，爆発，⾃殺等 
所属⻑（部局⻑や事務部⻑等）へ通報 

 負傷者がいる場合 → 応急処置 
１１9 番通報 
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１１０番通報 

所属⻑（部局⻑や事務部⻑等）へ通報 

・必要に応じ,学内注意喚起 

・必要に応じ,報道対応（広報室） 

総務部総務課へ 

学⽣の場合は学務部学⽣⽀援課へ 

必要に応じ,関係事務部へ 

報告 

・状況確認･調査 

学⻑・理事（危機管理担当／総務･財務･施設担当） 

  必要に応じ危機対策本部の設置 



事故・事件発⽣時の注意事項 

１．事故が発⽣した場合  
 ・まずは，⾝の安全を確保する。   

 ・安全を確認し，被害状況等現状把握をする。 

２．１１０番通報をする場合  

 ・落ち着いて現場の位置や様⼦，被害の有無について正しくはっきりと知らせる。 

   （例）「⾦沢⼤学構内で傷害事件が発⽣しております。」  

      「場所は，⾓間の⾦沢⼤学⼤学院⾃然科学研究科〇〇棟〇〇階です。」   

      「３名が暴れており，１⼈はガラスの破⽚を所持しています。」    

      「職員５名が男を説得しており，その他職員は，現在避難を⾏っております。」   

          「ガラスで切りつけられた者が〇名おります。うち〇名は傷をおっています。」 

           「私は⾦沢⼤学〇〇所属の〇〇です。電話番号は〇〇〇〇です。」  

 ・教職員は，道路に出てパトカーの誘導を⾏う。また，パトカー等の進⼊路の確保を⾏う。  

３．１１９番通報をする場合  

  ・落ち着いて現場の位置，負傷者等の状況，負傷理由等を正しくはっきり知らせる。（分かる範囲）  

     （例）「救急です。」  

          「⾓間の⾦沢⼤学⼤学院⾃然科学研究科〇〇棟〇〇階です。」  

          「〇〇による負傷者が〇名おります。」 

         「私は⾦沢⼤学〇〇所属の〇〇です。電話番号は〇〇〇〇です。」  

  ・教職員は，道路に出て救急⾞等の誘導を⾏う。救急⾞等の進⼊路を確保する。 

４．応急措置  
 ・⾃⾝に危害がない範囲で，被害者の安全を確保する等応急処置を⾏う。 

５．応急救護  

 ・⽌⾎，⼈⼯呼吸，⼼肺蘇⽣等 

 ・保健管理センターへ連絡 

６．情報収集  
 ・事実関係（何が，いつ，どこで起こったか），被害状況や加害拡⼤状況，緊急性・重⼤性の程度， 

  発⽣原因等の情報を収集する。 

 


